
はじめに
ヤスパース（Karl Jaspers，1883-1969）の哲学

は，実存へと超越することを目指す哲学として成
立したが，後期の最初の著書である『理性と実
存』（1935）以降，実存とともに理性を重視する
傾向が強くなる．この『理性と実存』は，ヤス
パースの後期哲学で定式化されることになる「哲
学的論理学（die philosophische Logik）」と「哲
学的信仰（der philosophische Glaube）」の両概
念について論及している．両概念は，理性の重視
により，「包括者（das Umgreifende）」の概念を
基礎に構成されたものである．

本稿では，ヤスパースの著書『哲学的信仰』

（1948）と『啓示に面しての哲学的信仰』（1962）
における論述に依拠して，哲学的信仰の概念，哲
学的信仰の内容，科学と哲学と神学の関係，包括
者の諸様式，哲学的根本知と哲学的根本操作，哲
学的信仰と包括者の関係などについて考察する．
その際，哲学的信仰を人間の倫理的生き方を根拠
づけるものと捉える．それゆえ本稿の目的は，哲
学的信仰は包括者の諸様式の哲学として，実存の
倫理性を示唆するものであることを明らかにする
ことにある．

１．哲学的信仰の概念
ヤスパースは，キリスト教のように神の啓示に

基づく啓示信仰と哲学的信仰の相違を考慮して，
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学的信仰は，固有の根源である．だが，哲学的信
仰は，啓示を理解できないにもかかわらず，啓示
を別なものに対する可能性と見なす．哲学的信仰
は，悪意ではなく誠実を望み，断絶ではなく交わ
りを望み，暴力ではなく寛容を望む」１）と．ヤス
パースによれば，哲学的信仰は，思惟する人間の
信仰であり，常に知識と結びついてのみあるとい
う特徴を持っている２）．哲学的信仰は，知りうる
ものを知ることを欲し，自分自身を見抜くことを
欲する．したがって，限りなく認識することであ
る科学は，哲学することの根本要素である．さら
に，哲学的信仰は，自分自身を解明することを欲
する．信仰は，確かに普遍妥当的な知識にはなり
えないが，しかし自己確信によって私に現在的に
なるべきである．

ヤスパースは，「信仰においては，私が確信を
抱く信仰と，私がつかむ信仰内容とは不可分であ
る．―すなわち，私が遂行する信仰と，私がそ
の遂行の中でわがものとする信仰とは―つまり
そこから信ずることがなされる信仰と，信じられ
ている信仰とは不可分なのである」３）と述べてい
る．したがって，確かに信仰は常に，ある物への
信仰である．信仰は，われわれが主観と客観とし
て分離するもの，すなわちわれわれがそこから信
じる信仰と，それを信じる信仰として分離するも
のの中で一つのものなのである．

それゆえヤスパースは，信仰について語る際に
は，このような主観と客観を包括するものを念頭
に置くことになると指摘する．このような主観と
客観を包括する存在を，ヤスパースは包括者と名
づける．「われわれは，単なる主観でも単なる客
観でもなく，むしろ主観－客観－分裂の中で両方
の側にある存在を，包括者と名づける．包括者は
適当な対象となりえないにもかかわらず，われわ
れは哲学することにおいて，包括者から語り，包
括者を目指して語る．」４）ヤスパースによれば，
信仰とは，悟性によって媒介されるすべてのもの
とは対照的に，一種の直接性であるように思われ
る．信仰とは，一つの体験，すなわち私に与えら

れたり，与えられなかったりする包括者の体験で
ある．

ヤスパースは，信仰の本質について，キルケ
ゴールに依拠して次のようにいう．「キルケゴー
ルは，信仰の特徴を，信仰が歴史的一回性に関係
づけられていて，それ自身歴史的であるという点
に見ている．信仰は体験ではなく，また人が与え
られたものとして記述することができる直接的な
ものではない．信仰はむしろ，歴史と思惟の媒介
を通した，根源からの存在の覚知である．」５）哲
学的信仰は，このことを自覚している．だから哲
学的信仰の思想は，教義とはならない．哲学的信
仰の実質は，絶対に歴史的であり，ただ哲学的信
仰だけが現われうる一般的なものの中では，確定
されるべきではない．したがって哲学的信仰は，
歴史的な状況の中で繰り返し根源から自分のもの
にしなければならない．むしろ哲学的信仰は，思
惟し根拠づけるという仕方で自分自身を示さなけ
ればならない．

ヤスパースによれば，「信仰の概念を獲得する
ためには，われわれは包括者を解明しなければな
らないであろう．」６）包括者は，われわれが解明
しようとすると，包括者の諸様式という形で多重
性を持つものとして姿を現わす．包括者は，われ
われが包まれている存在そのものであるか，ある
いはわれわれである存在であるかのいずれかであ
る．

われわれを包んでいる存在は，世界と超越者と
いわれる７）．

われわれである存在は，現存在，意識一般，精
神といわれ，さらに実存といわれる８）．

全体としての世界は，対象ではなく，一つの理
念である９）．

超越者は，決して世界とならない存在である
が，世界内の存在を通していわば話しかける存在
である10）．

われわれは現存在である11）．
われわれは，主観と客観の分裂の内にある意識

一般である12）．
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われわれは精神である．すなわち精神的な生
は，理念の生である13）．

われわれは可能的実存である14）．
ヤスパースは，私である包括者は，おのおのの

形態において主観と客観の両極性であると考え，
主観と客観を対比させて次のように述べている．

「すなわち私は，現存在として，内界と外界であ
り，意識一般として，意識と対象であり，精神と
して，私の内にある理念と諸々の事物からの意に
添う客観的な理念であり，実存として，実存と超
越者である．」15）

さて，これらの両極性の中の現在的存在は，最
も広い意味での信仰といわれる．現存在は，われ
われにとってあまりに当然なので，私が現に存在
し事物が現に存在しているという実在性の単純な
意識の内にある秘密は，われわれにとってたいて
いは現在的でない．意識一般として私は，正しい
ものの妥当性を経験する．精神として私は，意に
添う理念を受け止める諸々の理念によって満たさ
れる．「実存として私は，超越者によって贈られ
ている私自身を心得ていることによって存在す
る．」16）

ヤスパースによれば，われわれは，実在の確
実性，明証性，理念をより広い意味での信仰と
呼ぶだろう．現存在として本能のような何かが，
意識一般として確実性が，精神として信念が存
在する．「しかし真の信仰は，超越者がその現実
性の中で意識される実存の活動である．」17）ヤス
パースは，哲学的信仰の核心について次のように
いう．「信仰は，包括者からの生き方であり，包
括者による導きと成就である．」18）したがって包
括者に基づく信仰は，固定されたものではない．

「包括者からの信仰は，ある絶対化された有限な
ものの内に固定されないので，自由である．」19）

それゆえ，ヤスパースによれば，「信仰について
語ることは，常に避けられずにあり続ける対象的
な思惟の内で，すべての対象性を越えることに
よって包括者を確かめるための哲学的根本操作を
必要とする．」20）

ところで，哲学的信仰は，迷信に対して感じや
すい良心，すなわちこうしたある一つの客体への
信仰とともにあり，その理由から，諸々の教理に
おける告白に対して適格ではない．ヤスパースに
よれば，「したがって哲学的信仰は常に，一体化
し止揚する弁証法の内にある．」21）弁証法にとっ
て，そこに本質的な意味からの諸矛盾が存在する
ということだけが，一つの共通な点である．哲学
的信仰は，それ自身の内にそのような弁証法の構
造を持っている．「現存在や精神や世界の諸矛盾
は，一種の調和する全体の幻想の中で宥和し，そ
れでこの幻想は，虚偽に対する実存の憤激によっ
て突破される．」22）

またヤスパースは，「哲学的信仰は伝統の内に
ある」23）という．したがって哲学は，その歴史に
よって規定され，それで哲学史はその都度，現在
なされるような哲学することを出て一つの全体と
なる．彼は，「永遠の哲学は，時間の中ではどこ
にもすでに獲得されていないが，この永遠の哲学
は，哲学することの理念の内に，また唯一の現在
となる三千年の哲学の歴史としての，哲学の真理
の全体像の内に，常に存在している」24）と述べて
いる．

ヤスパースによれば，「哲学が信仰告白となり，
諸々の教義に固定され，学校教育を制度上の共同
体に基礎づける場合，また哲学が伝統を権威と
し，学派の指導者を英雄化する場合，さらに哲学
が弁証法的に拘束を受けないことの遊戯に陥る場
合，哲学はなんと軽率に滑り落ちることであろう
か．」25）哲学的信仰は，冷静さと同時に徹底的な
誠実さを求める．したがって，「常に根源的で，
他のものの内に自分自身を再認識することができ
る哲学的信仰からのみ，哲学の歴史における滑り
落ちることの雑然を通して，哲学の歴史の中に現
われる真理への道が，見出されるべきである．」26）

哲学的信仰は，哲学史を通じて人間がどう生きる
べきかという真理を見出そうとする．
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２．哲学的信仰の内容
ヤスパースによれば，哲学的思考は，端緒にお

いてはあらゆる人間によって，時には子どもたち
において最も純粋に実行される．そのような思考
過程を見出し，それらを明らかにし展開するこ
と，そしてそうした思考過程を数千年の間に思惟
されたものの再認識において反復することが，一
つの職業的な手職となる思惟としての哲学の責務
である．「そのために，第一に信仰内容の範囲に
対する省察（方法的な熟慮），第二に信仰の内容
そのものに対する省察が必要である．」27）

ヤスパースによれば，哲学的信仰の内容の範囲
は，次の四つの問いによって開かれてくる．第一
の問いは，「私は何を知るのか」である．その答
えは，「私が知っているすべては，主観－客観－
分裂の内にあり，私にとっての対象（客観）であ
り，現象であって，それ自体として存在しない」28）

ということである．しかし，主観－客観－分裂の
内では，客観と主観は結び合わされている．「し
たがって，私が存在として経験するものは，常に
主観－客観－分裂の全体の内にあり，ただ一つの
側面だけにあるのではない．」29）ヤスパースによ
れば，主観－客観－分裂は多重である．すなわ
ち，現存在は外界としての現存在の世界の内にあ
り，意識一般は対象と向かい合ってあり，精神は
諸々の理念の内に生きている．実存は超越者に関
係づけられている．しかし，外界，理念，超越者
は，意識一般の中で初めて，諸々の型や象徴で対
象化されることによって思惟された客体となる．

「だから私が知っているものは，その都度意識一
般の中での一つの客観存在であり，それで限定さ
れている．しかし，私が知っているものは，その
有限の中で超越することへの可能な踏み台であ
る．」30）

第二の問いは，「何が本来的に存在するのか」
である．ヤスパースは，存在への問いに対する典
型的ないくつかの答えや，あらゆる存在論に対す
る不満について述べた上で，本来的存在をどのよ
うに捉えるかに言及する．「客観でも主観でもな

く，主観－客観－分裂の全体において現象する本
来的存在，また範疇に意味と意義を与えるため
に，範疇を満たさなければならない本来的存在
を，われわれは包括者と名づけた．」31）したがっ
て，何が本来的に存在するのかという問いは，包
括者の諸様式，すなわち世界と超越者，現存在，
意識一般，精神，実存の解明を通して，その答え
を見出さなければならない．「しかし，すべての
これらの様式は一者において基礎づけられる限
り，結局，本来的存在は超越者（あるいは神）で
あるという答えである．」32）

第三の問いは，「真理とは何か」ということで
ある．その答えは，「われわれである包括者の
各々の様式の中に，真実存在の固有の意味が定着
している」33）ことである．現存在においては，感
覚的な現在の直接性としての，生命にかかわる有
用としての，本能としての，実践的なものと時宜
を得たものとしての真理が存在する．意識一般に
おいては，普遍的な範疇の中で対象的に考えられ
るものの矛盾しないこととしての真理が存在す
る．精神においては，理念の確信としての真理が
存在する．実存においては，真の信仰としての真
理が存在する．信仰は，超越者と関係している実
存の意識といわれた．

第四の問いは，「私はどのようにして知るのか」
ということである．ヤスパースによれば，懐疑が
起こる時，私は根拠づけを欲する．私は，私がど
のように知るのかという仕方に応じて問い，この
ような知識の意味と限界に応じて問う．その時，
あらゆる真理は，思惟の独特な仕方で現にあるこ
とが明らかになる．「この考え方は，範疇論や方
法論の内で自覚される．範疇論と方法論をもっ
て，私は哲学することの見取図を手に入れ，その
見取図を熟知することによって，私は単に知るだ
けではなく，私がどのように知り，何によって
知るのかということを知るのである．」34）その際，
哲学することにとって，より特別な，それどころ
かより決定的な意義から，諸科学で遂行されるよ
うな対象的に認識していく思惟と，哲学にふさわ

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 54 集　2020 年　豊泉　清浩

― 146 ―



しい超越していく思惟との相違を確かめることが
存在する．対象的に消滅していくものにおいて，
哲学者は確かに本来的存在をつかむことができな
いが，しかし本来的存在によって満たされること
ができる．

ヤスパースは，哲学的信仰の内容は，次のよう
な命題で表現することができるとする35）．

神は存在する．
無制約的な要求がある．
世界は，神と実存との間で消滅していく現存在

である．
まず，「神は存在する」という命題に関して，

「すべての世界を超越している超越者，あるいは
すべての世界よりも先にある超越者は，神と呼ば
れる．」36）ヤスパースによれば，今日では，神は
存在するということの証明を新たに哲学的にわが
ものとすることが，差し迫った必要性である．

次に，「無制約的な要求がある」という命題に
関して，「無制約的な要求は，私を支えることに
よって，私の内にその根源を持つ．」37）つまり無
制約的な要求は，実存が発する要求である．「私
の意志の根拠が無制約的な根拠であるならば，私
は，その無制約的な根拠を，私が本来的に自己自
身であるものとして，また私の現存在がそれに合
致すべきものとして，覚知する．」38）自己は，無
時間的な実存が，時間の内での現存在を導くこと
を自覚する．無制約的なものそれ自身は，時間的
なものではない．「無制約的なものは，われわれ
の自由を越えていく途上で，超越者からこの世界
の中へ突然現われ出る．」39）

さらに，「世界は，神と実存との間で消滅して
いく現存在である」という命題に関して，ヤス
パースは，「全体としての世界は，われわれに
とって対象とならない」40）と述べている．それに
反して，世界の非閉鎖性と無地盤性とを確かめる
ことがあり，それと共に，世界存在のすべての様
式に関して，また常にまだ終わらない人生の時間
上の経過の中での出来事や自分自身が行なったこ
とに関して，絶え間なく聞くことの覚悟がある．

次のことが，そのような覚悟と結びついている41）．
第一に，世界に対する神の絶対的な超越性を確

かめること．
第二に，神の言葉としての世界の経験．
ヤスパースは，「このような信仰にとって，時

間の中でのわれわれの存在は，実存と超越者との
出会い―すなわち，創造されたものとして，ま
た自分自身に贈られた存在としてわれわれが存在
する永遠なものと，それ自体として永遠なものと
の出会いである．永遠であるものと一時的に現象
するものとが，世界の中で出会う」42）と述べてい
る．「しかし，実存と超越者との出会いは，世界
の中での出会いであるので，時間のために世界に
拘束される．」43）

ところで，ヤスパースは，包括者の空間を示す
ことや，信仰内容を表わすことについてとにかく
未決定に留まっている諸命題の指摘をもってして
も，哲学的信仰は十分に特徴が示されないと考え
る．彼によれば，哲学は，根源と目標の間の中間
存在である．われわれの内面には，この哲学する
道の途上でわれわれを導いていき，真に哲学的に
生きるために働く理性がある．ヤスパースは，理
性と真理との関係について，「理性は，真理の意
味のすべての様式を，それぞれを有効にすること
によって，互いに生み出す」44）と述べている．そ
のため，理性は，包括者のある一つの様式を孤立
させ，絶対化するあらゆる信仰が誤りになること
を理解する．「理性は，すべての真理を含んでい
ない，真理の何かある意味に自分自身を固定する
ことを拒む．」45）

ヤスパースは，理性が対立するものをも包含す
る性質を持つことについて次のように述べてい
る．「理性はその上に，何物も堕落させないこと，
存在するすべてのものとの関係へ入ること，あら
ゆる限界を越えて存在するものと存在すべきもの
とを求めること，さらに諸対立を包含すること，
常に全体，すなわちあらゆる可能な調和を把握す
ることを強いる．」46）理性の根底は，知的な詭弁
法の果てしなさにおいて影響を及ぼす破壊意志で
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はなく，諸々の意味内容の無限に対する開放性で
ある．「悟性は，途方もない思惟として虚無的と
なり，理性は，実存に根拠づけられたものとし
て，ニヒリズムの前でも救いである．なぜなら，
理性は，世界存在の具体性の中で悟性を伴う理性
の動きによって，二律背反や突破や分裂という深
淵の内で結局再び超越者を確信することになるた
めの信頼を守るからである．」47）

ヤスパースによれば，「理性は，いかなる本来
の根源も持たず，実存の道具である，われわれの
内なる包括者である．」48）理性は常に，実存と結
びついて機能する．「哲学する者は，自分にとっ
て成功するものを実行する理性を賛美するだけで
は足りえない．理性は，包括者のすべての様式の
紐帯である．」49）そこでは，普遍的な共に生きる
ことが生じ，親しみやすく自分自身に関係させら
れることが生じる．理性は，他者との関係を開
く．つまり，「理性は，限りない交わりを要求し，
理性自身が全体的な交わりの意志である．」50）な
ぜなら，現存在は他の現存在とともにのみ可能で
あり，実存は他の実存とともにのみ自己自身に到
達するからである．このような意味で，ヤスパー
スは，哲学的信仰を「交わりへの信仰」51）とも呼
ぶことができると考える．

３．科学と哲学と神学
ヤスパースは，理性的認識と信仰的認識との古

い対立に代わり，現代では，科学，哲学，神学と
いう三分類で捉えると指摘する．彼は，哲学に対
する現代の科学性の結果に関して，近代科学の特
徴を次のように理解している52）．近代科学とは第
一に，その都度の方法に関する知識と共にある方
法的認識である．第二にそれは，強制的に確実で
ある．第三にそれは，普遍妥当的であるが，より
厳密にいえば，あらゆる以前の認識のように，要
請においてのみではなく，事実上も普遍妥当的で
ある．すなわち，ただ科学的認識だけが，あらゆ
る人にとってわかりやすいものとして普及する．
第四にそれは，普遍的である．

ヤスパースによれば，科学性は，知識と共に，
同時に知識の限界を知っている．普遍的な科学性
は，普遍科学ではない．哲学と神学は，その形
態，その自己意識，その方法の明確さを，普遍的
科学性によって新たに発生する状況の制約の下
で，変えなければならない．「哲学は，もはやそ
れ自体科学ではない．哲学は，科学と啓示信仰と
の間の，一つの独立した根源である．」53）

ヤスパースは，哲学は，近代諸科学の意味での
科学ではないと指摘する．近代諸科学に属するも
のは，むしろ哲学から排除される．「哲学に依然
としてあるものと，ずっと以前から哲学の実質で
あったものとは，各人の悟性にとっての普遍妥当
性の意味での認識ではなく，哲学的信仰の解明と
いう思考の動きである．」54）哲学と科学は，両者
の真理のまったく異なっている根源での洞察によ
る両者の分離と，それに起因する両者の認識の方
法の分離とに応じて，実際解決できずに互いに関
係がある．「科学性がそもそも存在すべきである
こと，知識への意欲の真剣さと危険，関与の無
制約性は，哲学的にのみ解明されるべきである
し，信仰に由来する．」55）それぞれの思惟の真理
にとって決定的な点は，諸科学と哲学において
別々に存在する．その点は，諸科学にあっては，
徹頭徹尾対象的な事柄，思惟されたもの，判断に
ある．哲学においてはその点は，内的外的行為の
現実性，心の状態，決意にある．「検証は，諸科
学では対象的研究，調査・検査に頼り，哲学では
実存の現実性に頼る．」56）

さて，ヤスパースによれば，哲学することと啓
示信仰は区別されるが，哲学することは啓示信仰
を要素として取り入れる．「哲学することの真実
性は，啓示信仰を理解できないものの厳密さにお
いて存続させることを，自ら要求する．啓示信仰
は，その陳述において，たくさんの矛盾の合理的
思惟として存在し，不一致を通して行為と実存
することにおいて現われ出る．」57）しかし，この
諸々の矛盾と不一致は，それ自体信仰の要素とな
り，強くなり，自覚される．啓示は現われる．と
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ころが，それは隠すように現われる．
ヤスパースによれば，人間の本性は，生理学

的・心理学的に研究可能な対象としてあるもので
はなおのこと言い尽くせない．本来の理性は，正
当な強制的認識に対する能力のある意識一般の
要点としての，単なる悟性では言い尽くせない．

「人間の《本性》はむしろ，実存として自分自身
に贈られていることにおいて世界を見て，存在す
るものを洞察し，諸々の暗号によって動かされ，
決意において決定する本質である．超越者への関
係は，そこからわれわれが生きるものである．」58）

哲学的信仰は，超越者によって実存として自分自
身に贈られていることを根拠とする．

それゆえ，ヤスパースによれば，「啓示信仰を
断念することは，不敬の結果ではなく，超越者に
よって自由なものとして創造された実存の信仰
の結果である．」59）哲学的信仰は，啓示を求めず，
人間相互の関係の中に真理を見出す．ヤスパース
は，「超越者へ向けられた秘密から，その人に近
づきうる真理とすべての人間の遠い未来を追う哲
学的信仰は，その曖昧さの運動における暗号のた
めに，実際の啓示を断念しなければならない．こ
の哲学的信仰は，多くの形態で現われるが，権威
にならず，教義にならず，必然的にお互いに語る
が，しかし必ずしも一緒に祈らなくてもよい人
間たちの交わりを頼りにしている」60）と述べてい
る．

４．哲学的根本知としての包括者の諸様式
ヤスパースは，われわれが世界の中でどのよ

うな在り方をしているかを意識することを，「哲
学的根本知（das philosophische Grundwissen）」
と捉えるが，これは包括者の諸様式の哲学を意味
する．彼は，意識とは，主観と客観への分裂とい
う根本現象であると捉える．彼は，「現象の場所
が主観と客観に分裂されたものを，われわれは包
括者と名づける」61）と述べている．

ヤスパースによれば，われわれは，個人的に異
なり，体験する現実的な意識においてすべての

人々に共通な意識を，意識一般と呼ぶ．意識一般
は，多くの人々の偶然の主観性ではなく，一般的
なものと普遍妥当的なものを対象的に把握する一
つの主観性である．現存在は，それに対応し，そ
れへ影響を及ぼす自己の環境の中にある．現存在
は，自分自身に対する反省をしないで，自分の世
界の中で生きることの体験として存在する．精神
とは，われわれが想像力によって形成物を計画
し，意義に満ちた世界の状態を作品において実現
させる包括者としてのわれわれである．精神の主
体は，想像力である．そして，「全体は理念と呼
ばれている．精神の本来の理念（ヘーゲル的理
念）は閉ざされている．理性の理念（カント的理
念）は開かれている．」62）ヤスパースは，「しかし
この根拠，この自由，私は私自身であり，他の自
己とともに交わりの中で私自身となりうるという
こと，これをわれわれは可能的実存と呼ぶ」63）と
いう．

ところで，ヤスパースによれば，実存は，その
ようなものとして明瞭に観察されえない．実存
は，そこにある存在ではなく，存在可能である．
つまり，私は実存ではなく，可能的実存である．
私は私を保持するのではなく，私になるのであ
る．「実存は，自己自身に振る舞い，それによっ
て措定されている力に関係しているのを心得てい
る自己である（キルケゴール）．」64）実存は，超越
者がなくては自由ではなく，超越者によって与え
られているのを心得ている．実存は，おのおの単
独者として，この自己として，代替できず，掛け
替えのないものである．私は私の決断によって，
私であるものになる．「実存は，無からではなく，
超越者の前で自己に与えられることにおける決意
の存在可能である．」65）

また，ヤスパースによれば，「実存は歴史的で
ある．」66）伝承の継続と破壊を伴う単なる消え去
ることとしての歴史と違い，実存は，永遠なもの
から現在のものになることとして時間の中で自己
が自己自身になることである．「実存は，実存た
ちの交わりの中でのみ存在する．」67）私は，私が
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実存するという知識によっては，現実的な実存で
ありえない．実存は，自己に与えられているのを
知っているがゆえに，根本においては隠されてい
る．

さらに，ヤスパースによれば，存在そのもので
あり，われわれが包括者として存在するものに
よって包まれている包括者は，世界と超越者とい
われる．存在そのものである包括者は，同時にい
かなる様式でもわれわれにとって客観とならない
ようなものである．ヤスパースは，「しかし超越
者をわれわれは絶対に探求できず，われわれは超
越者によって―たとえて言えば―心を動かさ
れ，そしてわれわれは超越者を他者，すなわちす
べての包括者の包括者として心に感じる」68）と述
べている．

ヤスパースは，哲学的根本知の意義について，
「われわれが世界の中に存在するようなことの根
本知は，存在しない全体知を放棄する」69）とい
う．根本知は，われわれの思惟を通して，世界や
人間のありさまを捉えようとするが，全体知は，
すべてを知り尽くしていると思い込む知であり，
完全なる知であると錯覚する知である．彼によれ
ば，「根本知は，十分に定義された概念が到達し
ないところで，批判的な区別によって明らかにな
る．」70）彼は，根本知はわれわれの清明さを増進
すると考える．

ヤスパースは，包括者における理性の役割につ
いて，「超越者がすべての包括者の包括者であり，
実存が基盤であるならば，理性は，時間の中で実
現する紐帯である」71）と述べている．理性は，包
括者の諸様式の紐帯であり，人間と人間を結びつ
けるものである．「われわれは，われわれの課題，
すなわち哲学の課題を結合の道，交わりの道に至
ることに見ている．存在そのものが超越者によっ
て包まれている包括者のすべての様式は，われわ
れにおいては包括者のすべての様式の紐帯，すな
わち理性によって包まれている．」72）

ヤスパースによれば，理性は，われわれが頼り
にしながら実現させる道を示す．「理性は，超越

者においてすべての包括者の包括者であるよう
に，内在において，絶対化したいすべてのものに
先立って存在するものである．」73）理性は，実存
と結びついている．「理性は，理性に誠実さを授け
る実存と結託して働く．理性は，すべての考えら
れるものを越えて，すべてが向けられる一者によっ
て引き寄せられる世界の中での動きである．」74）し
たがって，理性と哲学することは密接に関連す
る．「実際に，ここではこの理性という包括者に
おいて，運動の空間があり，この運動へ達するこ
とが哲学することの課題である．しかし，哲学す
ることはここの真空では達成されることができ
ず，包括者のすべての様式において実現すること
ができる．包括者のすべての様式の内容は，一者
へ至る紐帯をすべての側面に応じて求めることに
よって，初めて明瞭で純粋になる．」75）

５．哲学的根本操作
ヤスパースは，われわれがいかに，どこに存在

しているかについての自己確信について，哲学的
根本知によって探ることに関して次のようにい
う．「つまり，われわれは存在の諸層ではなく，
主観－客観－関係の根源を求めるのであり，対象
的な定義の世界を存在論的にではなく，主観－客
観がお互いに重なり合って関係しながら生じる主
観－客観－関係の根拠を，包括者存在論的に求め
るのである．」76）包括者の諸様式は多面的である
が，包括者は存在の全体である．「確かに結局，
包括者は一つであり，すべての包括者の包括者で
あり，超越者である．われわれが可能的実存であ
る限り，われわれは超越者をそのようなものと見
なし，われわれは超越者に直接かかわる．」77）し
かしわれわれは，超越者から包括者の諸様式を導
き出せないし，思惟において適切に超越者自身に
到達できない．「包括者の諸様式は根本的現実性
であり，その緊張状態の中でわれわれは事実上生
きている．」78）

ヤスパースは，「哲学的根本操作（die philosophische
Grundoperation）」という概念を用いる．彼は，「わ
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れわれが世界の中でどのように存在しているか
を，包括者の諸様式を通して確かめるために，思
考においてなされることを，われわれは哲学的根
本操作と称する」79）という．この哲学的根本操作
は，われわれが対象へ向けられ，対象に結びつけ
られる主観－客観－分裂から，主観でも客観でも
ない包括者への転換を実行する．「主観と客観を
自己自身の内に閉じ込め，それでも再び思惟され
る包括者が，だから主観に対して存立する客観と
なるように見えるという二律背反において，絶え
ず繰り返される根本操作のみが，あらゆる現在へ
導くことができる．」80）したがって，哲学的根本
操作が同時に実行し，自覚させる転換は，われわ
れが人間として初めて真の人間となる回心の一契
機である．

そこで，転換において実現された思惟の転倒が
見られる．ヤスパースによれば，「われわれの根
本状況を解明する言葉が，存在の陳述に変えられ
る場合，解放する転換との対比において，哲学す
ることは，それを通して自分で制限する転倒に陥
る．」81）西洋の哲学することの歴史において，そ
の哲学することの過程にとって不可欠である即事
性は，絶えず現われる．この即事性は，科学的性
格の研究対象となり，独立した，哲学に左右され
ない根拠を獲得するか，または，存在認識ではな
く，浮動し消滅する超越者の言葉を意味する暗
号である．ヤスパースは，次のように述べてい
る．「一般的には哲学することに対して，次のよ
うにいえる．すなわち，科学の単なる意識一般と
違い，哲学することの客観的即事性はそれを越え
て，思惟する者の実存と包括者のすべての様式に
おける彼の経験に結びついている」82）と．

さて，ヤスパースは，包括者の自己確信に関し
て，「包括者においては，主観の自己確信は，同
時に客観の自己確信とその意味の多様性における
主観客観両者の自己確信とともに生じる．自己確
信は同時に存在確信である」83）と述べている．彼
は，われわれが主観－客観－分裂を越え出て，そ
の根拠，万物とわれわれ自身との根源へと達しよ

うとする場合，二つの道によって可能であると説
明する84）．

第一に，神秘的経験へ入ることによる度を越え
ること．主観と客観の神秘的合一は，諸々の対象
と同時に，あらゆる形態における自我を消滅させ
る．

第二に，そのようなものとしての包括者の覚知
によって分裂を越え出ることが生じる．この越え
出ることが，抽象的な指示に代わって，思惟する
人間自身の気分で実現される時，この哲学的根本
操作を通して人間の自己意識の転換が起こってく
る．

ヤスパースは，主観性と客観性の賭けに関し
て，主観的性格だけの確信は真理ではなく，主観
的性格の客観と一緒の確信が真理であると考え
る．彼は，こうした立場を，キルケゴールの主
体性に関する命題によって説明している．「キル
ケゴールの命題《主体性が真理である》は，単
に《講義する》だけの哲学者，神学者，牧師たち
に対して彼によって意識的に挑戦して書かれてい
る．まさしくキルケゴールは，彼らに対してここ
で原則的に別の特質を意識させることによって，
この実存的主観性の中に客観性を確保した．」85）

ヤスパースによれば，包括者の諸様式の確信
は，主観と客観，主観性と客観性の対立を防止す
ることを可能にする．「包括者のそれぞれの様式
において，主観－客観の分裂と両者の重なり合う
関係は，独特なものである．すなわち，意識一般
においては，対象へ意図して向かう存在．現存在
においては，内界と外界との関係として．精神に
おいては，想像力と形成物との関係．実存におい
ては，それによって私が存在する超越者に関係し
ている自由としての私自身．」86）現象にとっては，
客観がないいかなる主観も，主観がないいかなる
客観も存在しないということが，常に妥当する．

「つまり，超越者への関係を持たないいかなる実
存も存在しない．」87）実存は，自分を取り巻く世
界から超越者への飛躍，すなわち内在から超越へ
の飛躍をする．この飛躍によって，われわれは世
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界に対して自由となる．結局われわれは，超越者
へのかかわりにおけるわれわれ自身として自由と
なる．

６．普遍的根本知の理念
ヤスパースによれば，哲学的信仰は，一つの真

理への転倒を防止する．一つの真理というものの
虚偽性は，包括者の個々の様式の絶対化によって
発生する88）．現存在は，いわゆるプラグマティズ
ム，生物主義，心理主義，社会学主義で絶対化さ
れ，意識一般は合理主義で，精神は教養で，実存
は実存主義（これはニヒリズムになる）で，世界
は唯物論，自然主義，観念論，汎神論で，超越者
は無世界論で絶対化される．ただ理性のみは，絶
対化されえない．理性は，さらに突き進めば進む
ほど，それだけますます真実となる．理性は，特
有のそれにふさわしい客観化と主観化を持たな
い．

ヤスパースによれば，包括者の確信は信仰の確
信である．「客観も主観も失われることなく，む
しろ両者が一者においていつまでも現在的にある
包括者の実現を，われわれは最も広い意味で信仰
と呼び，包括者の確信を信仰確信と呼ぶ．われわ
れは，実存と超越者の確信において，高められ
た，内在を越えて広がる意味での信仰に出会う．
哲学することに不可欠な意味としての理性の確信
は，哲学的信仰に最も特有な力として哲学的信仰
に属する理性信仰を解明する．」89）彼は，哲学的
信仰における根本知は，存在の知識としての存在
論ではなく，包括者の確信としての「包括者存
在論（Periechontologie）」を考えているので，異
なった特質を獲得している．「したがって根本知
は，その都度の形態にあると同時に，それを思惟
し，その中で生きている人間の内面的状態の様式
である．」90）包括者の諸様式の根本知はまた，一
つの内面的状態に対応する．ところがそれは，た
だ空間を広げ，根源を指示し，この空間の実現を
通して補完を要求するような一つの内面的状態で
ある．

こうしてヤスパースは，普遍的根本知の理念に
ついて次のようにいう．「理念とは次のことであ
る．すなわち，われわれが包括者を，われわれが
出会い，われわれにとって共通なものとして確か
めるならば，われわれは，われわれが生きている
根源，すなわち見通しがつかないくらい多様で分
けられた根源において，われわれを相互に自由に
することができる．」91）このような根本知の理念は，
次のことが重要である．「地球上のすべての人間
が，本質的に結合一般の形式として計画されてい
る普遍的理性に，結局共通に基づくことができる
かどうかが，問題である．」根本知の展開は，科
学のように説得力があり普遍妥当的な認識へ導か
ないにもかかわらず，とにかくそれ自身は何らか
の信仰をも表わそうとしない．「根本知の展開は，
科学的認識と実存的哲学の境界線上にある．」92）

ヤスパースは，根本知と実存との関係につい
て，「包括者の思惟における表出の相対性は，実
存することの誠実さに対応する」93）という．包括
者の思惟において，次のことが明白になる．「思
惟は，単なる定立であり，解明であるにすぎな
い．それは一つの手段である．したがって哲学
は，なおのこと思想上の展開の厳密さにおいてで
はなく，思惟する者の生活実践において初めて，
自己自身を証明する．」94）一つの根本知という理
念に対応する異議は，ここでもまったく信仰が基
準となっている．実際に一つの信仰が根底におい
て活動している．この信仰は，真理とは，われわ
れを結びつけるものであるという信仰である．

７．哲学的信仰と包括者
ヤスパースによれば，哲学的信仰は，神の啓示

に基づく啓示信仰と異なり，啓示を理解できない
が，別のものに対する可能性と見なす．哲学的信
仰は，思惟する人間の信仰であり，常に知識と結
びついてのみある．哲学的信仰は，自分自身を解
明することを欲する．哲学的信仰は伝統の内にあ
り，哲学史を通じて人間の生き方と真理を探究す
る．
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ヤスパースは，哲学的信仰の立場を考える際，
科学，哲学，神学という三分類の観点から捉え
る．哲学は，科学と啓示信仰との間の，一つの独
立した根源である．哲学することと啓示信仰は区
別されるが，哲学することは啓示信仰を要素とし
て取り入れる．ここに哲学と神学の関連が見られ
る．哲学的信仰では，暗号を介して超越者と連繫
するが，啓示信仰では，啓示が神の現われにほか
ならない．したがって，啓示信仰を断念すること
は，超越者によって贈られている実存の信仰の結
果である．

ヤスパースは，信仰について語る場合，主観と
客観を包括するもの，すなわち包括者を念頭に置
く．包括者は，諸様式の形で姿を現わす．包括者
は，われわれを包んでいる存在は，世界と超越者
といわれ，われわれである存在は，現存在，意識
一般，精神，さらに実存といわれる．したがっ
て，信仰は包括者からの生き方であり，包括者に
よって導かれ成就することである．

ヤスパースは，哲学的信仰の内容の範囲を，次
の四つの要素によって示す．第一に，私が知って
いるすべては，主観－客観－分裂の内にある．第
二に，客観でも主観でもなく，主観－客観－分裂
の全体において現象する本来的存在を，包括者と
名づけた．第三に，われわれである包括者の各々
の様式の中に，真実存在の固有の意味として真理
が存在する．第四に，あらゆる真理が思惟の独特
な仕方で現にあることは，範疇論と方法論の内で
自覚される．またヤスパースは，哲学的信仰の
内容を，「神は存在する」，「無制約的な要求があ
る」，「世界は，神と実存との間で消滅していく現
存在である」という三つの命題で表現する．

ヤスパースは，われわれが世界の中でどのよう
な在り方をしているかを意識することを哲学的根
本知と捉えるが，これは包括者の諸様式の哲学を
意味する．その際，現象の場所が主観と客観に分
裂されたものを，包括者と名づける．またヤス
パースは，われわれが世界の中でどのように存在
しているかを，包括者の諸様式を通して確かめる

ために，思考においてなされることを，哲学的根
本操作と称する．この哲学的根本操作は，主観－
客観－分裂から，主観でも客観でもない包括者へ
の転換を実行する．したがって，哲学的根本操作
が同時に実行し，自覚させる転換は，われわれが
真の人間となる回心の一契機である．

哲学的信仰は，包括者の個々の様式の絶対化に
よって発生する，一つの真理という虚偽性を防止
する．包括者の諸様式の中でも，理性だけは絶対
化されない．理性は，特有の客観化と主観化を持
たない．ヤスパースは，客観も主観も失われるこ
となく，むしろ両者が一者，すなわち超越者にお
いていつまでも現在的にある包括者の実現を広い
意味で信仰と呼び，包括者の確信を信仰確信と呼
ぶ．彼は，哲学的信仰における根本知は，存在の
知識としての存在論ではなく，包括者の確信とし
ての包括者存在論であることを主張する．包括者
存在論は，実存と理性が結びついていることを明
らかにする．

実存は，存在可能であり，私は実存ではなく，
可能的実存である．実存は，超越者によって与え
られているのを心得ている．実存は，おのおの単
独者として，この自己として，代替できず，掛け
替えのないものである．実存は歴史的である．実
存は，実存たちの交わりの中でのみ存在する．

理性は，哲学する道の途上でわれわれを導き，
真に哲学的に生きるために働く．理性は，包括者
の諸様式の紐帯である．理性は，真理の意味のす
べての様式を有効にすることによって，互いに生
み出す．理性は常に，実存と結びついて機能し，
理性自身が全体的な交わりの意志である．理性
は，超越者においてすべての包括者の包括者であ
るように，内在において，絶対化したいすべての
ものに先立って存在するものである．理性は，理
性に誠実さを授ける実存と結託して働く．

むすび
ヤスパースにおける哲学的信仰は，科学と啓示

信仰との間で，哲学することを根源とする信仰で
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ある．彼は，信仰について考察する際，主観と客
観を包括する包括者を前提とする．したがって，
哲学的信仰の概念を獲得するためには，包括者を
解明しなければならない．

ヤスパースは，われわれが世界の中でどのよう
な在り方をしているかを意識することを，哲学的
根本知と捉え，この哲学的根本知は，包括者の諸
様式の哲学を意味する．この場合，現象の場所が
主観と客観に分裂されたものを，包括者と名づけ
ている．またヤスパースは，われわれが世界の中
でどのように存在しているかを，包括者の諸様式
を通して確かめる思考を，哲学的根本操作と称す
る．

こうして哲学的信仰は，包括者の諸様式の哲学
に基づく信仰であることが明らかになる．哲学的
信仰の主体は，実存である．実存は，超越者がな
くては存在せず，理性がなくては包括者の他の諸
様式と結びつくことができず，他の実存と交わり
に入ることができない．

われわれは，われわれである存在として，現存
在，意識一般，精神と段階的に高度となり，実存
へと飛躍する．その場合，実存は，自分を取り巻
く世界から超越者への飛躍をすることになる．こ
の飛躍によって，われわれは世界に対して自由と
なる．最終的にわれわれは，超越者へのかかわり
におけるわれわれ自身として自由となる．つまり
実存は，自由の中での主体的な決断によって倫理
的生き方を通して，超越者と連繫する．それゆえ
哲学的信仰は，包括者の諸様式の哲学として，す
べての包括者の包括者である超越者から贈られて
いる実存の倫理性をその根源から示唆していると
いえよう．
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